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セブン-イレブン

令和8（2026）年度

■1期試験〔令和7(2025)年4月入学〕　選抜区分：一般選抜、社会人選抜

■2期試験〔令和8(2026)年4月入学〕　選抜区分：一般選抜、社会人選抜

出願前相談期間
令和7(2025)年9月4日(木)まで随時

願書受付期間
令和8(2026)年9月5日(金)～9月12日(金) (消印有効)

試験日

令和7(2025)年10月18日(土)

試験会場

■本学試験場：名桜大学

試験日

令和8(2026)年1月31日(土)

試験会場

■本学試験場：名桜大学

合格発表
学生募集要項を確認してください。

入学手続期間
学生募集要項を確認してください。

出願前相談期間
令和8(2026)年1月9日(金)まで随時

願書受付期間
令和8(2026)年1月13日(火)～1月16日(金) (消印有効)

合格発表
学生募集要項を確認してください。

入学手続期間
学生募集要項を確認してください。

令和8(2026)年度 看護学研究科(博士前期課程) 入学者選抜日程

出願資格認定申請期間
■出願資格認定手続き 出願資格(9)、(10)に該当する出願希望者は、出願資格の事前審査を行い、出願資格認定を受ける必要があります。出願資格(10)は、大

学を卒業していない者（看護系短期大学、専修学校、各種学校等を卒業・修了し実務経験が３年以上に該当する者）が該当します。

※1期試験で定員に満たない場合には、下記の日程で2期試験を実施します。実施については、名桜大学ウェブサイトで確認してください。

■選抜区分：一般選抜、社会人選抜
■出願資格　次の各号のいずれかに該当する者
(1) 学校教育法第83条（昭和22年法律第26号）に定める大学を卒業した者又は卒業見込みの者
(2) 学校教育法第104条第7項の規定により学士の学位を授与された者又は令和8(2026)年3月31日までに授与される見込みの者
(3) 外国において学校教育における16年の課程を修了した者又は令和8(2026)年3月までに修了見込みの者
(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者又は令和8(2026)年3月修了見込みの者
(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育法における16年の課程を修了したとされる者に限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとし
て文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する
ことにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学
士の学位に相当する学位を授与された者又は令和8(2026)年3月までに授与される見込みの者

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が四年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者
(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号）
(9) 学校教育法第102条第2項の規定により大学院に入学した者であって、本学大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの
(10) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、令和8(2026)年3月31日までに22歳に達する者

■選抜方法 入学者選抜は、一般選抜及び社会人選抜として、学力試験（英語、専門科目）、面接及び出願書類（志望理由、研究の抱負、業績報告書 [社会人選抜のみ ]）の内容を総合
的に判定して行います。

検定料：30,000円

試 験 科 目 等

英 語

専 門 科 目
面 接

備　考
保健医療、福祉の分野の内容で実用英語技能検定準2級程度の内容
（大学の用意する辞書のみ使用してよい）

専門領域の基礎的知識を問う内容（志願する領域を選択する）
基礎的な研究遂行能力を問う内容

書 類 審 査 研究・教育・社会貢献活動の業績を審査する
※書類審査は、社会人特別選抜のみとなります。（詳細は学生募集要項をご確認ください。）

令和8（2026）年度 大学院看護学研究科入学者選抜概要

■1期試験
出願資格認定申請期間 令和7(2025) 年7月22日(火)～8月1日(金) (必着)
出願資格認定結果 令和7(2025)年8月22日(金)

■ 2期試験
出願資格認定申請期間 令和7(2025)年11月25日(火)～12月5日(金)(必着)
出願資格認定結果 令和7(2025)年12月19日(金)

名桜大学大学院

［博士前期課程］

看護学研究科
看護学専攻

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

P.1
P.2

P.3

P.4

P.5‒6
P.7‒8
P.9
P.10
P.11

看護学研究科長あいさつ
看護学研究科教育理念

養成する人材像
教育目的
教育目標
ディプロマ・ポリシー 
カリキュラム・ポリシー
入学定員、アドミッション・ポリシー
社会人も学べる教育環境 
修了後の進路
教育課程
修士論文

教育課程の概念図

専門領域の紹介
在学生からのメッセージ「大学院で学ぶ」
大学院で学ぶQ&A 
学費等納入金・施設マップ 
令和8(2026)年度 大学院看護学研究科入学者選抜概要
名護市内アクセスマップ

※出願資格の(9)、(10)に該当する者は、下記の「出願資格認定申請について」を確認すること
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名桜大学 基本理念

ご 挨 拶

ケアリング文化に根ざした看護学の実践的開発は
環太平洋をはじめグローバルな世界へと開かれていく。

名桜大学大学院

看護学研究科

研究科名
専 攻 名
学　　位

看護学研究科
看護学専攻
修士（看護学）

Graduate School of Nursing
Department of Nursing
Master of Science in Nursing (MSN)

北部地域看護系医療人材育成支援施設（看護学科棟）

看護学研究科 教育理念

博士前期
課程

本学は、沖縄県北部12市町村の「公設民営」の大学として設立さ

れ、2010年4月、北部広域市町村圏事務組合を設立団体とし、公立

大学法人に移行した経緯から、教育･研究の両分野において沖縄

県北部地域との連携が重視されています。

沖縄県北部12市町村は、過疎化、山間へき地、離島を含む広大

な地域であり、医療機関や療養施設・医療人材の慢性的な不足、

医師不在による産科病棟の休診、妊産婦の低い受診率、山間へき

地の孤立した育児環境、生活習慣病の増大、心を病む人の増加、

救急医療や在宅療養資源（サービス）の不足など人々の健康を守

るには多くの課題を抱えています。一方、長い歴史の中で、「ちむぐ

くる」や｢ゆいまーる｣という沖縄特有の相互扶助の精神が息づい

ており、恵まれた自然の中で医食同源の生活を送ってきた長寿の

人々が多く暮らす地域でもあります。しかしながら、健康長寿社

会を支えてきたこれらの地域の歴史や文化が失われつつあり、住

み慣れた地域でその人らしい生活を再構築できるように支援する

かかわりは重要になります。上記の課題を解決・支援できる高度な

専門的技能を持つ看護実践者、教育者・研究者を養成することを

目指し、看護学研究科を設置いたしました。 

看護学研究科は、名桜大学の建学の精神である「平和・自由・進

歩」を踏まえ、生命の尊厳と人権を尊重し、擁護する倫理観と豊か

な幅広い人間性を培うとともに、その人がその人らしく生きられるよ

うに、沖縄のケアリング文化に根ざしたケアを提供できる看護職者

を育成します。

また、保健・医療・福祉を統合的に捉え、社会のニーズに対応し、

地域社会および国際社会に貢献しうる実践能力のある健康支援人 

材を育成することを目標に、沖縄の歴史やケアリング文化を基盤と

して、地域の健康問題を創造的に解決していく看護実践能力の育

成とグローバルな視野で看護の新たな価値の創出を目指した教育・

研究能力を育成することを教育理念とします。

沖縄特有の
「ゆいまーる」という
相互扶助の精神

恵まれた
自然の中で

医食同源の生活
「ちむぐくる」
の精神

高度な専門的技能を持つ看護実践者、
研究者・教育者の育成

健康長寿社会を支える文化、精神を
看護科学として体系化

✿医療機関や療養施設、医療人材の慢性的な不足

✿医師不在による産科病棟の休診

✿山間へき地の孤立した育児環境

✿救急医療や在宅療養資源の不足

✿高齢者の介護問題

✿生活習慣病の増大

✿妊産婦の低い受診率

✿心を病む人の増加

沖縄県北部12市町村 医療・保健の課題

問題解決

　

教育課程の概念図

地域の看護需要に対応して問題を解
決するための指導的役割を果たす看
護実践のリーダー、高度実践看護師

高度実践者
ケアリング文化に根差
した看護教育を探求す
る教育者及び研究者

教育・研究者

沖縄の
ケアリング
文化

科学的思考と倫理的・文
化的感受性に基づいた判
断力・問題解決能力を備
えた看護職者の育成

保健・医療・福祉分野に
おける他職種及び市民と
協働できる調整能力を備
えた看護職者の育成

地域の特性を踏まえ、住
民の保健医療ニーズに応
えうる看護職者の育成

生涯学び続ける看護職と
して、看護の専門性を探
求する看護職者の育成

グローバルな視野で看護の役割を創造
する能力を備えた看護職者の育成

演習・研究科目
専門演習・特別研究 ／ 課題研究Ⅰ・課題研究Ⅱ

指導教員のもと修士論文を作成する

 
基盤看護分野

●基盤看護学特論Ⅰ
●基盤看護学特論Ⅱ

●看護教育学領域　●看護管理領域
●看護技術学領域　●国際看護学領域

臨床看護分野
●臨床看護学特論Ⅰ　
●臨床看護学特論Ⅱ

●がん看護学領域 ●慢性期看護学領域
●急性期看護学領域 ●高齢者看護学領域
●母性看護学領域 ●小児看護学領域　
●在宅看護学領域 ●精神看護学領域　
●公衆衛生看護学領域 ●病態生理学領域

専門科目

高度実践看護師コース
（がん看護専門看護師）
●専攻分野共通科目　
●専攻分野専門科目
●実習科目
●がん看護学領域

 共通必修科目 ●看護理論　●看護学研究方法論Ⅰ　●看護学研究方法論Ⅱ
共通選択科目
●沖縄のケアリング文化　●看護教育学　●看護倫理学　●看護管理学　
●コンサルテーション論　●ヘルスプロモーション論　●包括的健康アセスメント
●健康栄養学　●病態生理学　●英語講読

共通科目

学部教育（人間健康学部・看護学科・専門教育領域）
●基礎医学 ●基礎看護 ●成人看護 ●母性看護 ●小児看護　 
●高齢者・在宅看護 ●精神看護 ●地域看護 ●総合看護

人材育成モデル

本学は、沖縄本島北部「やんばる」と呼ばれる自然豊かな地域に
位置しています。やんばるは、多様な生態系や独自の歴史・文化を有
し、人と人とのつながりを大切にする「ケアリング文化」が今も息づ
く地です。こうした地域的・文化的背景は、看護を深く学ぶ上での豊
かな土壌となっています。本研究科は、本学の建学の精神「平和・自
由・進歩」を基盤に、生命の尊厳と人権を尊重し、その人がその人ら
しく生きられるよう支援する倫理観と人間性を育む看護専門職の養
成を目的としています。地域に根ざした視点から健康課題を捉え、創
造的に解決していく高度な看護実践能力、ならびに看護の現象を科
学的に探究し、新たな価値を生み出す研究能力の育成に力を注いで
います。令和6年度からは、がん看護専門看護師（CNS）教育課程を
新たに開設し、複雑かつ困難な課題に対応できる専門性の高い実
践者の育成に取り組んでいます。
また、働きながら学びたい方や遠隔地に住む方々への支援として、オンライン授業を積極的に
導入しています。夜間の授業開講や長期履修制度も整備し、多様なライフスタイルに対応した学
びの場を提供しています。さらに、学部教育を通じて看護研究に興味を持った方のストレート入学
も歓迎しており、奨学金制度も充実しています。
本研究科では、臨床経験を積んだ実践者、地域に根ざした活動を志す方、研究思考の高い新
卒生など、多様な背景をもつ学生が在籍しています。異なる視点や経験をもつ仲間と学び合い、
互いに支え合いながら課題に向き合うプロセスは、知識や技術だけでなく、看護のあり方や自分
自身の実践を見つめ直す大きな契機になると考えます。看護の現場で日々感じる違和感や問い
を、そのままにせず、「探求」し「言語化」、「共有」していく学びを通じて、他者との関係性や社
会との接点を見つめ直すことができます。本研究科での学びが、皆さん自身の看護の軸を磨き、
豊かな実践へとつながっていくことを心から願っています。教員一同、皆さんとともに探究し、成
長していける日を楽しみにしております。

看護学研究科看護学専攻
（博士前期課程）

木村　安貴
研究科長

やんばるのケアリング文化が育む、
実践と探究力を兼ね備えた看護専門職
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名桜大学 基本理念

ご 挨 拶

ケアリング文化に根ざした看護学の実践的開発は
環太平洋をはじめグローバルな世界へと開かれていく。

名桜大学大学院

看護学研究科

研究科名
専 攻 名
学　　位

看護学研究科
看護学専攻
修士（看護学）

Graduate School of Nursing
Department of Nursing
Master of Science in Nursing (MSN)

北部地域看護系医療人材育成支援施設（看護学科棟）

看護学研究科 教育理念

博士前期
課程

本学は、沖縄県北部12市町村の「公設民営」の大学として設立さ

れ、2010年4月、北部広域市町村圏事務組合を設立団体とし、公立

大学法人に移行した経緯から、教育･研究の両分野において沖縄

県北部地域との連携が重視されています。

沖縄県北部12市町村は、過疎化、山間へき地、離島を含む広大

な地域であり、医療機関や療養施設・医療人材の慢性的な不足、

医師不在による産科病棟の休診、妊産婦の低い受診率、山間へき

地の孤立した育児環境、生活習慣病の増大、心を病む人の増加、

救急医療や在宅療養資源（サービス）の不足など人々の健康を守

るには多くの課題を抱えています。一方、長い歴史の中で、「ちむぐ

くる」や｢ゆいまーる｣という沖縄特有の相互扶助の精神が息づい

ており、恵まれた自然の中で医食同源の生活を送ってきた長寿の

人々が多く暮らす地域でもあります。しかしながら、健康長寿社

会を支えてきたこれらの地域の歴史や文化が失われつつあり、住

み慣れた地域でその人らしい生活を再構築できるように支援する

かかわりは重要になります。上記の課題を解決・支援できる高度な

専門的技能を持つ看護実践者、教育者・研究者を養成することを

目指し、看護学研究科を設置いたしました。 

看護学研究科は、名桜大学の建学の精神である「平和・自由・進

歩」を踏まえ、生命の尊厳と人権を尊重し、擁護する倫理観と豊か

な幅広い人間性を培うとともに、その人がその人らしく生きられるよ

うに、沖縄のケアリング文化に根ざしたケアを提供できる看護職者

を育成します。

また、保健・医療・福祉を統合的に捉え、社会のニーズに対応し、

地域社会および国際社会に貢献しうる実践能力のある健康支援人 

材を育成することを目標に、沖縄の歴史やケアリング文化を基盤と

して、地域の健康問題を創造的に解決していく看護実践能力の育

成とグローバルな視野で看護の新たな価値の創出を目指した教育・

研究能力を育成することを教育理念とします。

沖縄特有の
「ゆいまーる」という
相互扶助の精神

恵まれた
自然の中で

医食同源の生活
「ちむぐくる」
の精神

高度な専門的技能を持つ看護実践者、
研究者・教育者の育成

健康長寿社会を支える文化、精神を
看護科学として体系化

✿医療機関や療養施設、医療人材の慢性的な不足

✿医師不在による産科病棟の休診

✿山間へき地の孤立した育児環境

✿救急医療や在宅療養資源の不足

✿高齢者の介護問題

✿生活習慣病の増大

✿妊産婦の低い受診率

✿心を病む人の増加

沖縄県北部12市町村 医療・保健の課題

問題解決

　

教育課程の概念図

地域の看護需要に対応して問題を解
決するための指導的役割を果たす看
護実践のリーダー、高度実践看護師

高度実践者
ケアリング文化に根差
した看護教育を探求す
る教育者及び研究者

教育・研究者

沖縄の
ケアリング
文化

科学的思考と倫理的・文
化的感受性に基づいた判
断力・問題解決能力を備
えた看護職者の育成

保健・医療・福祉分野に
おける他職種及び市民と
協働できる調整能力を備
えた看護職者の育成

地域の特性を踏まえ、住
民の保健医療ニーズに応
えうる看護職者の育成

生涯学び続ける看護職と
して、看護の専門性を探
求する看護職者の育成

グローバルな視野で看護の役割を創造
する能力を備えた看護職者の育成

演習・研究科目
専門演習・特別研究 ／ 課題研究Ⅰ・課題研究Ⅱ

指導教員のもと修士論文を作成する

 
基盤看護分野

●基盤看護学特論Ⅰ
●基盤看護学特論Ⅱ

●看護教育学領域　●看護管理領域
●看護技術学領域　●国際看護学領域

臨床看護分野
●臨床看護学特論Ⅰ　
●臨床看護学特論Ⅱ

●がん看護学領域 ●慢性期看護学領域
●急性期看護学領域 ●高齢者看護学領域
●母性看護学領域 ●小児看護学領域　
●在宅看護学領域 ●精神看護学領域　
●公衆衛生看護学領域 ●病態生理学領域

専門科目

高度実践看護師コース
（がん看護専門看護師）
●専攻分野共通科目　
●専攻分野専門科目
●実習科目
●がん看護学領域

 共通必修科目 ●看護理論　●看護学研究方法論Ⅰ　●看護学研究方法論Ⅱ
共通選択科目
●沖縄のケアリング文化　●看護教育学　●看護倫理学　●看護管理学　
●コンサルテーション論　●ヘルスプロモーション論　●包括的健康アセスメント
●健康栄養学　●病態生理学　●英語講読

共通科目

学部教育（人間健康学部・看護学科・専門教育領域）
●基礎医学 ●基礎看護 ●成人看護 ●母性看護 ●小児看護　 
●高齢者・在宅看護 ●精神看護 ●地域看護 ●総合看護

人材育成モデル

本学は、沖縄本島北部「やんばる」と呼ばれる自然豊かな地域に
位置しています。やんばるは、多様な生態系や独自の歴史・文化を有
し、人と人とのつながりを大切にする「ケアリング文化」が今も息づ
く地です。こうした地域的・文化的背景は、看護を深く学ぶ上での豊
かな土壌となっています。本研究科は、本学の建学の精神「平和・自
由・進歩」を基盤に、生命の尊厳と人権を尊重し、その人がその人ら
しく生きられるよう支援する倫理観と人間性を育む看護専門職の養
成を目的としています。地域に根ざした視点から健康課題を捉え、創
造的に解決していく高度な看護実践能力、ならびに看護の現象を科
学的に探究し、新たな価値を生み出す研究能力の育成に力を注いで
います。令和6年度からは、がん看護専門看護師（CNS）教育課程を
新たに開設し、複雑かつ困難な課題に対応できる専門性の高い実
践者の育成に取り組んでいます。
また、働きながら学びたい方や遠隔地に住む方々への支援として、オンライン授業を積極的に
導入しています。夜間の授業開講や長期履修制度も整備し、多様なライフスタイルに対応した学
びの場を提供しています。さらに、学部教育を通じて看護研究に興味を持った方のストレート入学
も歓迎しており、奨学金制度も充実しています。
本研究科では、臨床経験を積んだ実践者、地域に根ざした活動を志す方、研究思考の高い新
卒生など、多様な背景をもつ学生が在籍しています。異なる視点や経験をもつ仲間と学び合い、
互いに支え合いながら課題に向き合うプロセスは、知識や技術だけでなく、看護のあり方や自分
自身の実践を見つめ直す大きな契機になると考えます。看護の現場で日々感じる違和感や問い
を、そのままにせず、「探求」し「言語化」、「共有」していく学びを通じて、他者との関係性や社
会との接点を見つめ直すことができます。本研究科での学びが、皆さん自身の看護の軸を磨き、
豊かな実践へとつながっていくことを心から願っています。教員一同、皆さんとともに探究し、成
長していける日を楽しみにしております。

看護学研究科看護学専攻
（博士前期課程）

木村　安貴
研究科長

やんばるのケアリング文化が育む、
実践と探究力を兼ね備えた看護専門職



養成する人材像

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針）

教育目的
名桜大学大学院看護学研究科博士前期課程では、博士前期
課程の理念を踏まえ、地域の健康問題を創造的に解決していく
専門性の高い看護実践能力と看護の教育、研究能力を有する人
材を育成し、保健・医療・福祉の質的充実・向上を目指すことを
目的とする。

教育目標
１．科学的思考と倫理的・文化的感受性に基づいた判断力・問
題解決能力を備えた看護職者の育成

２．保健・医療・福祉分野における他職種及び市民と協働でき
る調整能力を備えた看護職者の育成

３．地域の特性を踏まえ、住民の保健医療ニーズに応えうる看
護職者の育成

４．生涯学び続ける看護職として、看護学の専門性を探究する
看護職者の育成

５．グローバルな視野で看護の役割を創造する能力を備えた看
護職者の育成

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）
看護学研究科は、以下の能力を身につけた大学院生に修士

（看護学）の学位を授与します。
( 1 )科学的思考と倫理的・文化的感受性に基づいた研究能力
(2 )地域社会や看護の課題に取り組み、看護学の専門性を探求
する生涯学習力

(3 )地域の特性を踏まえ保健医療ニーズを分析し、多職種と協
働し看護を実践する能力

(4)グローバルな視野で、看護の役割を創造する能力

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）であげた能
力を育成するため、以下の方針に沿ってカリキュラムを編成します。
（1）看護専門職として実践・研究を遂行するにあたり、基盤とな
る批判的・論理的思考力を育成するために、共通必修科目と
共通選択科目を配置する。

（2）看護実践および研究の質の向上に資する専門科目を配置し、
志向する専門分野（基盤看護学分野、臨床看護学分野）にお
ける看護学の専門性を探求する能力を育成する。

     地域の看護需要に対応して問題を解決するための指導
的役割を果たす看護実践のリーダーを養成します。

（2）教育・研究者の養成
　　ケアリング文化に根ざした看護教育を探求する教育者

及び研究者を養成します。

入学定員、アドミッション・ポリシー
１．入学定員　6名
２．アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）
　看護学研究科の教育目標を達成するために、本研究科に入
学を希望する人には以下のことを求めます。

社会人も学べる教育環境
現職の看護師、保健師、助産師、看護教員等の社会人が仕事
を続けながら学修できる教育環境を整備しています。

修了後の進路
看護学研究科修了後は、次のような進路を想定しています。

（1）医療現場における看護実践のスペシャリストとして、看護の
質向上を目指した指導的役割を担う。

（2）教育・研究者として看護教育機関（看護系大学、看護系専門
学校等）への就職、または博士後期課程へ進学する。

社会人学生の事情を考慮して、昼間に加えて、平日の夜間や
土曜日、休日、夏季休暇中の授業及び研究指導を受けることが 
できる教育環境を整備しています。

❶看護学の発展に向けて、自ら進んで取り組む意欲と探
求する姿勢を持っていること。
❷多様化・複雑化・高度化する看護ニーズに応えるため、
高度な知識、看護実践能力および研究能力の習得を
目指していること。

❸看護実践・教育・研究を通して地域社会や国際社会に
貢献する意思を持っていること。
❹本研究科教育課程で学ぶために必要な基本的知識・
技能を有していること。

昼夜開講制を導入

長期履修制度を活用すると、2年間の学費で3年間在籍し、
計画的に履修することができます。

長期履修制度を導入

オンラインによる遠隔講義の実施

名桜大学附属図書館は、平日8:45～22:00まで（長期休業
期間、講義のない日は17:00まで）、土曜日は12:00～18:00ま
で開館しています。また、大学院生専用の研究室・共同演習室
を整備しています。

施設の夜間利用

※入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）は、令和７年６月に変更（入学者選抜方針の追記）を
　予定しています。最新の入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）は、本学ホームページより
　ご確認ください。

教育課程

高齢がん患者の意思決定支援と看護師のエイジズムとの関係
ハンセン病回復者における看護師の意思決定支援の実際
沖縄県北部過疎地域における移動制約高齢者の外出支援の現状と課題
精神科看護における自己一致を活用した看護実践の様相－専門看護師および認定看護師へのインタビュー調査を通して－
腫瘍細胞発現サイトカインがアミノ酸トランスポーターLAT1発現に及ぼす影響～抗がん剤曝露によるサイトカイン発現亢進に着目して～
新任期保健師が捉える若年母親への支援の現状と課題

がん看護学領域
高齢者看護学領域
高齢者看護学領域
精神看護学領域
病態生理学領域
公衆衛生看護学領域

修士論文テーマ 分　　野

2
0
2
2
年
度

一般病棟におけるがん患者の家族へのグリーフケアプログラムの構築に向けた関連要因の検討
沖縄本島で化学療法を受けている離島がん患者の重症化予防支援の実施状況とその関連要因　―病棟看護師を対象とした質問紙調査―
断酒会メンバーの専門病棟における入院体験　―効果的な入院治療と看護援助についての検討―
産業看護職のやりがいに関する研究　複線経路等至性モデリング（Trajectory Equifinality Modeling;TEM）を用いた分析
ハンセン病療養所に中途採用された看護師の体験
沖縄戦を生き延びた入院患者へのケアの様相　―終戦後の看護を担った沖縄戦体験を有する看護職者への面接調査より―

がん看護学領域
がん看護学領域
精神看護学領域
公衆衛生看護学領域
在宅看護学領域
在宅看護学領域

2
0
2
４
年
度

修 士 論 文

子育て世代のがんサバイバーの母親とその子どもへの心理的支援のあり方への探求：文献レビュー
血管内皮細胞におけるリポ多糖誘導性Eセレクチン発現亢進に対するノビレチンの抑制作用

がん看護学領域
病態生理学領域

沖縄県の特別養護老人ホームに従事する介護職者の看取りケア態度に関連する要因の検討
終末期がん患者から攻撃を受けて関わりに苦悩を抱えた一般病棟看護師の体験

高齢者看護学領域
がん看護学領域

2
0
2
3
年
度

科目
区分 備考授業科目名 配当

年次
単位数
必修 選択

■修了要件の30単位のうち、共通選択科目の4単位は、国際文化研究科（修
士課程）の共通科目及び教育研究領域科目（演習科目除く）並びにスポー
ツ健康科学研究科（修士課程）の共通科目及び専門科目から履修すること
ができる。

修得単位数合計 30

必修科目3科
目6単位を履
修すること。

4科目8単位
以上履修する
こと。
うち4単位は、
国際文化研究
科（修士課程）
の共通科目及
び教育研究領
域科目（演習
科目除く）並
びにスポーツ
健康科学研究
科（修士課程）
の共通科目及
び専門科目か
ら履修するこ
とができる。

基盤看護学分
野または臨床
看護学分野の
いずれかを選
択し、特論Ⅰ及
び特論Ⅱの2
科目4単位以
上履修するこ
と。

1
1
1
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
-

1

1

-

1

１

-
1
2
-

2
2
2
6

0

0

0
4
8
12

 

0
1
2
1
2
2
2
2
2
2
2
2
20

2

2

4

2

2

4

0

共
通
科
目

共
通
必
修
科
目

共
通
選
択
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目

基
盤
看
護
学
分
野
臨
床
看
護
学
分
野
演
習
・

研
究
科
目

専
門
科
目

看護理論
看護学研究方法論Ⅰ
看護学研究方法論Ⅱ
小計（3科目）
沖縄のケアリング文化
看護教育学
看護倫理学
看護管理学
コンサルテーション論
ヘルスプロモーション論
包括的健康アセスメント
健康栄養学
病態生理学
臨床薬理学
英語講読
小計（11科目）

基盤看護学特論Ⅰ

基盤看護学特論Ⅱ

小計（2科目）

臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ

小計（2科目）
専門演習
特別研究
小計（2科目）

専門演習4単
位、特別研究
8単位を履修
すること。

■教育者・研究者の養成 ■高度専門職業人（がん看護専門看護師）の養成

備考授業科目 配当
年次

単位数
必修 選択

＊はCNSコースにおける選択必修科目である。
■修了要件の44単位のうち38単位はCNSコースの必修科目である。
■国際文化研究科（修士課程）の共通科目及び教育研究領域科目（演習科目
除く）並びにスポーツ健康科学研究科（修士課程）の共通科目及び専門科
目から履修することができる。

修得単位数合計 44

5科目10単位
履修すること。

「看護教育学」
「看護管理学」
「コンサルテー
ション論」の3
科目6単位か
ら2科目4単位
以上履修する
こと。

10科目24単
位以上履修す
ること。

課題研究Ⅰ2単
位、課題研究
Ⅱ4単位を履
修すること。

共
通
科
目

共
通
必
修
科
目

共
通
選
択
科
目

演
習
・

研
究
科
目

看護理論
看護学研究方法論Ⅰ
包括的健康アセスメント
病態生理学
臨床薬理学
小計（5科目）
看護教育学＊
看護管理学＊
コンサルテーション論＊
看護学研究方法論Ⅱ
沖縄のケアリング文化
看護倫理学
ヘルスプロモーション論
健康栄養学
英語講読
小計（9科目）
がん病態治療学特論
臨床看護学特論Ⅰ
臨床看護学特論Ⅱ
緩和ケア特論Ⅰ
緩和ケア特論Ⅱ
緩和ケア特別演習Ⅰ
緩和ケア特別演習Ⅱ
がん看護学実習Ⅰ
がん看護学実習Ⅱ
がん看護学実習Ⅲ
がん看護学実習Ⅳ
小計（3科目）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
小計（2科目）

専
門
科
目

1後
1前
1前
1後
1後
-
1前
1後
1後
1後
1前
1後
1後
1後
1前
-
1前
1前
1後
1前
1前
1後
1後
2前
2前
2前
2前
-
1後
2通
-

2
2
2
2
2
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0
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
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2
4
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看護学研究科は、地域に根ざし地域の健康問題を創造的に
解決していく卓越した看護実践能力の育成と看護現象の解明
を目的とした研究能力の開発、看護の新たな価値の創出を目指
し、高度実践者及び教育・研究者の養成を目的としています。

（4）修士論文又は特定の課題についての研究の成果について
中間評価及び最終試験、論文審査を実施する。 

（1）高度実践者の養成

（3）研究方法、研究デザイン、研究計画等、研究に必要な基礎
を修得する演習科目および論文を作成する研究科目を配
置する。 

　講義はオンラインで受講することも可能です。ICT技術を活用
して、働きながら学ぶことができる教育環境を整備しています。

講義はオンラインで受講することも可能です



養成する人材像

カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針）

教育目的
名桜大学大学院看護学研究科博士前期課程では、博士前期
課程の理念を踏まえ、地域の健康問題を創造的に解決していく
専門性の高い看護実践能力と看護の教育、研究能力を有する人
材を育成し、保健・医療・福祉の質的充実・向上を目指すことを
目的とする。

教育目標
１．科学的思考と倫理的・文化的感受性に基づいた判断力・問
題解決能力を備えた看護職者の育成

２．保健・医療・福祉分野における他職種及び市民と協働でき
る調整能力を備えた看護職者の育成

３．地域の特性を踏まえ、住民の保健医療ニーズに応えうる看
護職者の育成

４．生涯学び続ける看護職として、看護学の専門性を探究する
看護職者の育成

５．グローバルな視野で看護の役割を創造する能力を備えた看
護職者の育成

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）
看護学研究科は、以下の能力を身につけた大学院生に修士

（看護学）の学位を授与します。
( 1 )科学的思考と倫理的・文化的感受性に基づいた研究能力
(2 )地域社会や看護の課題に取り組み、看護学の専門性を探求
する生涯学習力

(3 )地域の特性を踏まえ保健医療ニーズを分析し、多職種と協
働し看護を実践する能力

(4)グローバルな視野で、看護の役割を創造する能力

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与方針）であげた能
力を育成するため、以下の方針に沿ってカリキュラムを編成します。
（1）看護専門職として実践・研究を遂行するにあたり、基盤とな
る批判的・論理的思考力を育成するために、共通必修科目と
共通選択科目を配置する。

（2）看護実践および研究の質の向上に資する専門科目を配置し、
志向する専門分野（基盤看護学分野、臨床看護学分野）にお
ける看護学の専門性を探求する能力を育成する。

     地域の看護需要に対応して問題を解決するための指導
的役割を果たす看護実践のリーダーを養成します。

（2）教育・研究者の養成
　　ケアリング文化に根ざした看護教育を探求する教育者
及び研究者を養成します。

入学定員、アドミッション・ポリシー
１．入学定員　6名
２．アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）
　看護学研究科の教育目標を達成するために、本研究科に入
学を希望する人には以下のことを求めます。

社会人も学べる教育環境
現職の看護師、保健師、助産師、看護教員等の社会人が仕事

を続けながら学修できる教育環境を整備しています。

修了後の進路
看護学研究科修了後は、次のような進路を想定しています。

（1）医療現場における看護実践のスペシャリストとして、看護の
質向上を目指した指導的役割を担う。

（2）教育・研究者として看護教育機関（看護系大学、看護系専門
学校等）への就職、または博士後期課程へ進学する。

社会人学生の事情を考慮して、昼間に加えて、平日の夜間や
土曜日、休日、夏季休暇中の授業及び研究指導を受けることが 
できる教育環境を整備しています。

❶看護学の発展に向けて、自ら進んで取り組む意欲と探
求する姿勢を持っていること。
❷多様化・複雑化・高度化する看護ニーズに応えるため、
高度な知識、看護実践能力および研究能力の習得を
目指していること。
❸看護実践・教育・研究を通して地域社会や国際社会に
貢献する意思を持っていること。
❹本研究科教育課程で学ぶために必要な基本的知識・
技能を有していること。

昼夜開講制を導入

長期履修制度を活用すると、2年間の学費で3年間在籍し、
計画的に履修することができます。

長期履修制度を導入

オンラインによる遠隔講義の実施

名桜大学附属図書館は、平日8:45～22:00まで（長期休業
期間、講義のない日は17:00まで）、土曜日は12:00～18:00ま
で開館しています。また、大学院生専用の研究室・共同演習室
を整備しています。

施設の夜間利用

※入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）は、令和７年６月に変更（入学者選抜方針の追記）を
　予定しています。最新の入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）は、本学ホームページより
　ご確認ください。

教育課程

高齢がん患者の意思決定支援と看護師のエイジズムとの関係
ハンセン病回復者における看護師の意思決定支援の実際
沖縄県北部過疎地域における移動制約高齢者の外出支援の現状と課題
精神科看護における自己一致を活用した看護実践の様相－専門看護師および認定看護師へのインタビュー調査を通して－
腫瘍細胞発現サイトカインがアミノ酸トランスポーターLAT1発現に及ぼす影響～抗がん剤曝露によるサイトカイン発現亢進に着目して～
新任期保健師が捉える若年母親への支援の現状と課題

がん看護学領域
高齢者看護学領域
高齢者看護学領域
精神看護学領域
病態生理学領域
公衆衛生看護学領域

修士論文テーマ 分　　野

2
0
2
2
年
度

一般病棟におけるがん患者の家族へのグリーフケアプログラムの構築に向けた関連要因の検討
沖縄本島で化学療法を受けている離島がん患者の重症化予防支援の実施状況とその関連要因　―病棟看護師を対象とした質問紙調査―
断酒会メンバーの専門病棟における入院体験　―効果的な入院治療と看護援助についての検討―
産業看護職のやりがいに関する研究　複線経路等至性モデリング（Trajectory Equifinality Modeling;TEM）を用いた分析
ハンセン病療養所に中途採用された看護師の体験
沖縄戦を生き延びた入院患者へのケアの様相　―終戦後の看護を担った沖縄戦体験を有する看護職者への面接調査より―

がん看護学領域
がん看護学領域
精神看護学領域
公衆衛生看護学領域
在宅看護学領域
在宅看護学領域

2
0
2
４
年
度

修 士 論 文

子育て世代のがんサバイバーの母親とその子どもへの心理的支援のあり方への探求：文献レビュー
血管内皮細胞におけるリポ多糖誘導性Eセレクチン発現亢進に対するノビレチンの抑制作用

がん看護学領域
病態生理学領域

沖縄県の特別養護老人ホームに従事する介護職者の看取りケア態度に関連する要因の検討
終末期がん患者から攻撃を受けて関わりに苦悩を抱えた一般病棟看護師の体験

高齢者看護学領域
がん看護学領域

2
0
2
3
年
度

科目
区分 備考授業科目名 配当

年次
単位数
必修 選択

■修了要件の30単位のうち、共通選択科目の4単位は、国際文化研究科（修
士課程）の共通科目及び教育研究領域科目（演習科目除く）並びにスポー
ツ健康科学研究科（修士課程）の共通科目及び専門科目から履修すること
ができる。

修得単位数合計 30

必修科目3科
目6単位を履
修すること。

4科目8単位
以上履修する
こと。
うち4単位は、
国際文化研究
科（修士課程）
の共通科目及
び教育研究領
域科目（演習
科目除く）並
びにスポーツ
健康科学研究
科（修士課程）
の共通科目及
び専門科目か
ら履修するこ
とができる。

基盤看護学分
野または臨床
看護学分野の
いずれかを選
択し、特論Ⅰ及
び特論Ⅱの2
科目4単位以
上履修するこ
と。
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床
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野
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究
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目
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門
科
目

看護理論
看護学研究方法論Ⅰ
看護学研究方法論Ⅱ
小計（3科目）
沖縄のケアリング文化
看護教育学
看護倫理学
看護管理学
コンサルテーション論
ヘルスプロモーション論
包括的健康アセスメント
健康栄養学
病態生理学
臨床薬理学
英語講読
小計（11科目）

基盤看護学特論Ⅰ

基盤看護学特論Ⅱ

小計（2科目）

臨床看護学特論Ⅰ

臨床看護学特論Ⅱ

小計（2科目）
専門演習
特別研究
小計（2科目）

専門演習4単
位、特別研究
8単位を履修
すること。

■教育者・研究者の養成 ■高度専門職業人（がん看護専門看護師）の養成

備考授業科目 配当
年次

単位数
必修 選択

＊はCNSコースにおける選択必修科目である。
■修了要件の44単位のうち38単位はCNSコースの必修科目である。
■国際文化研究科（修士課程）の共通科目及び教育研究領域科目（演習科目
除く）並びにスポーツ健康科学研究科（修士課程）の共通科目及び専門科
目から履修することができる。

修得単位数合計 44

5科目10単位
履修すること。

「看護教育学」
「看護管理学」
「コンサルテー
ション論」の3
科目6単位か
ら2科目4単位
以上履修する
こと。

10科目24単
位以上履修す
ること。

課題研究Ⅰ2単
位、課題研究
Ⅱ4単位を履
修すること。

共
通
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目

共
通
必
修
科
目

共
通
選
択
科
目

演
習
・

研
究
科
目

看護理論
看護学研究方法論Ⅰ
包括的健康アセスメント
病態生理学
臨床薬理学
小計（5科目）
看護教育学＊
看護管理学＊
コンサルテーション論＊
看護学研究方法論Ⅱ
沖縄のケアリング文化
看護倫理学
ヘルスプロモーション論
健康栄養学
英語講読
小計（9科目）
がん病態治療学特論
臨床看護学特論Ⅰ
臨床看護学特論Ⅱ
緩和ケア特論Ⅰ
緩和ケア特論Ⅱ
緩和ケア特別演習Ⅰ
緩和ケア特別演習Ⅱ
がん看護学実習Ⅰ
がん看護学実習Ⅱ
がん看護学実習Ⅲ
がん看護学実習Ⅳ
小計（3科目）
課題研究Ⅰ
課題研究Ⅱ
小計（2科目）

専
門
科
目

1後
1前
1前
1後
1後
-
1前
1後
1後
1後
1前
1後
1後
1後
1前
-
1前
1前
1後
1前
1前
1後
1後
2前
2前
2前
2前
-
1後
2通
-

2
2
2
2
2
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0
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4
2
24
2
4
6
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看護学研究科は、地域に根ざし地域の健康問題を創造的に
解決していく卓越した看護実践能力の育成と看護現象の解明
を目的とした研究能力の開発、看護の新たな価値の創出を目指
し、高度実践者及び教育・研究者の養成を目的としています。

（4）修士論文又は特定の課題についての研究の成果について
中間評価及び最終試験、論文審査を実施する。 

（1）高度実践者の養成

（3）研究方法、研究デザイン、研究計画等、研究に必要な基礎
を修得する演習科目および論文を作成する研究科目を配
置する。 

　講義はオンラインで受講することも可能です。ICT技術を活用
して、働きながら学ぶことができる教育環境を整備しています。

講義はオンラインで受講することも可能です



専門領域の紹介
基 盤 看 護 学 分 野

臨 床 看 護 学 分 野

看護教育学領域
看護職者一人ひとりのキャリア発達を支える教育的支援の探究
看護教育学は、看護学に共通する教育的要素や、教育制度、カリ
キュラム、教育方法、評価、継続教育などを研究対象とし、看護学
生や看護職者の発達を支援することを通じて、社会の変化に対応し
ながら質の高い看護実践を行い、生涯にわたり学び続ける看護職の
育成をめざす学問です。
本領域では、生涯にわたり学び、成長し続ける看護職者への支援
のあり方について探究しています。看護基礎教育および継続教育の
現状と課題を捉え、看護をとりまく社会的変化や実践現場のニーズ
をふまえつつ、キャリア発達に即した教育的支援と、それを支える
キャリア開発の仕組みについて、理論と実践の往還を通して深めま
す。ディスカッションや共同的な探究を重ねながら、看護の質を高
めるための教育的な働きかけ、学習支援、教育環境づくりを多面的
に検討します。成人教育・成人学習、看護職者のキャリア形成・発
達、組織におけるキャリア開発に関する研究を通じて、教育者とし
ての成長と実践的探究を重ねたい方と、一緒に学び、一緒に探究し
ていきたいと考えています。

　【担当教員：清水かおり】

がん看護学領域
がん看護の質向上に向けた地域のがん医療に貢献する人材育成とエビデンスの開発
現在、がんは日本人の2人に1人が罹り、3人に1人が死亡する身近
な病となっています。その一方で、免疫チェックポイント阻害薬や
ゲノム医療等、日々進歩する高度医療と早期発見・早期治療により5
年生存率は60％を超えており、今や「死に至る病」から「がんと共
存する」時代となりました。それに伴い、がん看護においては包括
的な視点と卓越した知識と技能が求められています。
がん看護学領域では、がんの診断時期から終末期までがんととも
に生きる人々とその家族の体験を広い視野から理解し、全人的ケア
を実践するための土台となる理論や概念を考究していきます。さら
に、地域志向性のあるカリキュラムを配置し、地域のがん医療に貢
献できる人材育成を目指します。また、臨床で抱える疑問や課題を
最新の研究から探求し、課題解決およびエビデンスの開発に取り組
みます。
研究テーマは、がんAYA世代に関する研究や就労支援に関する研
究、がん患者・家族の意思決定支援などがん看護領域に関する研究
について取り組んでいます。

【担当教員：玉井なおみ、木村安貴】

高度実践看護師コース（がん看護専門看護師）
がん看護専門看護師の人材育成

がん医療の高度化、地域包括ケアシステムの推進に伴い、がん看護に
おいては高度な専門的知識と卓越した技術を有した看護師が求められて
います。なかでも、がん看護専門看護師は、がん看護のスペシャリストと
して卓越した実践や相談、調整、教育、研究、倫理調整を行い、がん患
者・家族のみならず医療者の支援を行います。
高度実践看護師コース（がん看護専門看護師）では、がん患者・家族
が体験する複雑な症状や解決困難な問題に対して、多職種の専門性や
活用できるリソースを踏まえた上で、チーム医療を最大限に発揮し、リー
ダーとして活躍できる人材、理論や最新の科学的なエビデンスを看護実
践に取り入れ、さらに新たながん看護を探求し、がん看護実践の質を高
める人材、施設や地域のがん医療の課題を捉え、ニーズに貢献できる人
材の育成を目指しています。
がん看護専門看護師を目指したいけど、働きながらでも可能なのかや
職場との調整、どのような学習の準備をしたらよいのか知りたい、自身が
務めている職場のがん看護の質を向上させたいなど、がん看護の質向上
を目指している方々の様々な相談を受け付けています。お気軽にご連絡く
ださい。

【担当教員：玉井なおみ、木村安貴（がん看護 CNS）】

高齢者看護学領域
文化を踏まえた高齢者看護の発展

少子高齢社会において老年期を生きる人々の豊かで幸せな老いに
ついて評価し実践できることは重要です。高齢者を生活者としてと
らえ、高齢者のセルフケア能力やQOLを維持・向上するうえでの研
究を文化的視点から取り組んでいます。
これまでの研究テーマとして、住み慣れた地域でその人らしく生
活できるように公助、共助、互助、自助の視点とした地域包括ケア
システムの検討、有料老人ホームでの環境配慮要因の検討、高齢者
ケアを担う看護職者の道徳的感受性の検討、また、地域で生活する
高齢者の閉じこもりの予防、沖縄県の看取り文化、高齢者の意思決
定支援、高齢者の会話と睡眠との関連などを多様な経歴をもつ院生
及び教員とディスカッションして、研究に結びつけています。今ま
さに臨床の現場で起こっている高齢者を取り巻く現象に、目を向
け、耳を傾け、創造力を駆使して、様々な視点から高齢者の方々と
そのご家族の幸せのために、私たちの幸せのために、エビデンスを
構築し、質の向上に向けた研究を是非一緒に学びましょう。

【担当教員：永田美和子】

小児看護学領域
子どもと家族の健康生活を支える看護者の養成

小児看護学領域では、健康な子どもや急性期、慢性期、終末期、
障害、在宅療養など健康のあらゆる段階にある子どもたちの最善の
利益を基盤に、子どもと家族の健康生活の支援について学びます。
また、講義は院生とのディスカッションを中心に行い、子どもの成
長発達過程における母子関係や家族、環境との相互作用が与える影
響を理解するため、関連する理論を学びます。そして、さまざまな
状況下にある子どもが、その子らしく成長発達するための子どもと
家族へのケアの実践や研究方法について探求していきます。
研究テーマとして、障害児とその家族に関する研究、医療的ケア
を要する在宅療養児とその家族への支援に関する研究、被災した子
どものたちへのケアに関する研究、小児看護学の教育方法に関する
研究、プレパレーションに関する研究などがあります。皆さんが抱
えている疑問を基に、小児看護に求められる課題解決方法や援助方
法について、検討していきたいと思います。これまで、蓄積してき
た研究をさらに発展させたい方、これから小児看護研究に取り組み
たい方など、本研究科で新たな一歩をスタートさせてみませんか。

【担当教員：流郷千幸】

公衆衛生看護学領域
地域の特性を活かした地域創生に向けた公衆衛生看護学の創造・発展
保健師は、「みる・つなぐ・動かす」と「個から集団に拡げる」
の技術と知識を活かし、その地域に即した地域包括ケアシステムが
機能する地域づくりを目標とする保健活動を行う専門職種です。本
領域では、院生の興味・関心、経験と先行研究を教材にディスカッ
ションを重ね、保健師や看護師の地域活動の「暗黙知」を紐解きな
がら、「見える化（形式知）」をしながら進めています。新たな公衆
衛生看護学の知見や地域の課題解決に必要な社会的責任や発見力、
洞察力、連携力、統合力、教育力等の修得を目指しております。こ
れまでの研究テーマは、育児期母親のレジリエンスや保健師の専門
遂行能力、新任期保健師の若年母親の支援、産業看護職のやりがい
に関する研究等です。
本学は、自然豊かで地域伝統行事や「ゆいまーる(相互扶助)」の
ソーシャル・キャピタルがあるやんばるの地で地域創生に向けた公
衆衛生看護学に興味がある方は一緒に学びませんか。お待ちしてお
ります。

【担当教員：田場真由美】

病態生理学領域
病態生理を基盤とする看護実践

病態生理学領域では、正常な生体機能が如何に破綻し、異常が生
じるかを明らかにするための病気のメカニズムについて研究しま
す。先ず、どのような看護援助により身体機能をより正常な状態に
戻すことが可能になるかを考え、対策を立て、如何にして実行に移
せるかを国内外の文献等を渉猟しながら吟味します。次に、培養細
胞等を用いたin vitroでの遺伝子解析、生化学解析やin vivoでの生理
機能測定を活用した実験研究により病態の本質を探求します。大学
院生自らが臨床で遭遇した興味ある病態を選んで疑問点を解決する
ために、研究計画を立案し、実験研究を行ない、解析し、考察でき
るように討論しながら指導していきます。主な研究テーマは、Ⅰ型
アレルギー疾患の病態、がん発生における中心体の役割、抗血栓機
能の解明、Ca2+チャネルの調節機序の解明、さらに沖縄県北部地域
の健康寿命延伸のための課題を明らかにすること等です。細胞レベ
ルから公衆衛生まで幅広い分野について一緒に学びませんか。

【担当教員：花城和彦】

精神看護学領域
対話とつながりを基盤に、リカバリーという希望をもって精神看護実践を創造
私たちは、院生の皆さんと深く対話し、それぞれの臨床経験や課
題意識を共有しながら、対話を通じた関係性の構築、そして個人と
社会とのつながりを重視した研究を進めていきたいと考えていま
す。予防的な視点を含め、社会におけるメンタルヘルスの維持増進
や、私たち自身も含む日々の暮らしにおけるメンタルヘルスの課題
と、困難を抱える方々のリカバリーを支える精神科看護の専門性な
ど幅広く探究することで、私たちは、個人がその人らしく、地域社
会の中で安心して生活できるための実践を創造していきます。医療
専門職だけでなく、当事者や家族、地域住民など多様な人との対話
を通して、新たな知見の創造を目指します。 
主な研究テーマとしては、精神的健康障害のある人とその家族の
リカバリー支援、地域における包括的な対話と連携による支援、看
護師を含む人々のウェルビーイングに関する研究、ケアにおける倫
理的な対話と意思決定支援、当事者との対話に基づいた有効なケア
技術の探究、リカバリーを促進する精神看護学教育に関する研究な
どが例として挙げられます。これまでの臨床経験を深めたい方、新
たな視点から精神看護を探求したい方、研究を通して自己成長を目
指したい方、それぞれの熱意に応じた学びの場を提供します。とも
に、これからの精神看護学を創造していきませんか。

【担当教員：平上久美子、村上満子、鬼頭和子】

在宅看護学領域
その人らしい暮らしを支える在宅看護学の発展を目指して
在宅看護学領域では、在宅での生活（暮らし）を支援する看護の
役割と福祉との連携を目指し、在宅看護の現状と課題について探究
します。また、沖縄県北部地域のフィールドワークを通して、在宅
看護を取り巻く実践上の課題や倫理的判断についてディスカッショ
ンを重ねながら実践的に学びます。主な研究テーマは、沖縄の文化
とケアリングに関する研究、看取りの文化とエンドオブライフケア
に関する研究、島嶼地域における生活支援に関する研究、路上生活
者や生活困窮者への健康支援に関する研究、暮らしを支えるケア技
術の開発に関する研究、地域の介護力を高めるコミュニティケアや
コミュニティナースに関する研究などです。沖縄を拠点に、様々な
視点で在宅看護の可能性について一緒に学びましょう！

【担当教員：大城凌子】

母性看護学領域
ともに育む、女性と家族のwell-being

母性看護学領域では、女性のライフステージに沿って変化する健康
課題を見つめ、支える看護のあり方を探究します。プレコンセプション
ケアやインターコンセプションケア、骨盤底ヘルスといったテーマにも注
目し、女性が生涯を通じて健やかに暮らせるための支援や健康意識の
向上に取り組んでいます。その支援の対象は、女性自身だけでなく、
パートナーや子ども、祖父母、地域や社会といった人 と々のつながりの
中にあります。母性看護学は、そうした関係性の中で育まれる健康と暮
らしを視野に入れた学問です。
リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視点を大切にしながら、従来の
枠にとらわれない新しいケアの概念をともに創造し、次世代へとつな
げていく実践と研究に挑戦しています。仲間との対話や現場での問い
から、自分だけの研究を育てていくゼミ形式の学び。女性と家族、そし
て社会のwell-beingを支える看護を、一緒に考えてみませんか。

【担当教員：阿部正子】

国際看護学領域
グローバルな視点で地域と世界をつなぐ看護実践を目指して
国際看護学領域では、地域に根ざしつつも国際的な視野をもち、文化
や社会の多様性に対応できる高度な看護実践力と研究能力の育成を目
指しています。
近年、日本社会の国際化が進み、医療現場でも外国人患者や外国人
看護職と協働する機会が日常化しています。多文化共生の重要性が高ま
る中、看護職には文化的背景や価値観の異なる人々に寄り添い、柔軟に
対応する力が求められています。
本領域では、国内外の医療・保健・看護の課題を多角的に理解し、政
策的視点と実践力を兼ね備えた看護専門職の育成を目指します。地球規
模の健康課題や他国との協力、宗教や文化に配慮したケア、在日外国人
との協働など、実践的なテーマに取り組み、理論と実践を架橋する力を
養います。私自身、国連機関（WHO）やJICAの事業において、100か国
以上の人 と々共に現場での協力に携わってきました。こうした経験をもと
に、皆さんの研究やキャリア形成を支援していけたらと思います。国際保
健や国際看護に関心のある方、地域と世界をつなぐ看護の可能性を探求
したい方それぞれの夢に向かってその第一歩をともに踏み出しましょう。

【担当教員：藤井まい】



専門領域の紹介
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臨 床 看 護 学 分 野

看護教育学領域
看護職者一人ひとりのキャリア発達を支える教育的支援の探究
看護教育学は、看護学に共通する教育的要素や、教育制度、カリ
キュラム、教育方法、評価、継続教育などを研究対象とし、看護学
生や看護職者の発達を支援することを通じて、社会の変化に対応し
ながら質の高い看護実践を行い、生涯にわたり学び続ける看護職の
育成をめざす学問です。
本領域では、生涯にわたり学び、成長し続ける看護職者への支援
のあり方について探究しています。看護基礎教育および継続教育の
現状と課題を捉え、看護をとりまく社会的変化や実践現場のニーズ
をふまえつつ、キャリア発達に即した教育的支援と、それを支える
キャリア開発の仕組みについて、理論と実践の往還を通して深めま
す。ディスカッションや共同的な探究を重ねながら、看護の質を高
めるための教育的な働きかけ、学習支援、教育環境づくりを多面的
に検討します。成人教育・成人学習、看護職者のキャリア形成・発
達、組織におけるキャリア開発に関する研究を通じて、教育者とし
ての成長と実践的探究を重ねたい方と、一緒に学び、一緒に探究し
ていきたいと考えています。

　【担当教員：清水かおり】

がん看護学領域
がん看護の質向上に向けた地域のがん医療に貢献する人材育成とエビデンスの開発
現在、がんは日本人の2人に1人が罹り、3人に1人が死亡する身近
な病となっています。その一方で、免疫チェックポイント阻害薬や
ゲノム医療等、日々進歩する高度医療と早期発見・早期治療により5
年生存率は60％を超えており、今や「死に至る病」から「がんと共
存する」時代となりました。それに伴い、がん看護においては包括
的な視点と卓越した知識と技能が求められています。
がん看護学領域では、がんの診断時期から終末期までがんととも
に生きる人々とその家族の体験を広い視野から理解し、全人的ケア
を実践するための土台となる理論や概念を考究していきます。さら
に、地域志向性のあるカリキュラムを配置し、地域のがん医療に貢
献できる人材育成を目指します。また、臨床で抱える疑問や課題を
最新の研究から探求し、課題解決およびエビデンスの開発に取り組
みます。
研究テーマは、がんAYA世代に関する研究や就労支援に関する研
究、がん患者・家族の意思決定支援などがん看護領域に関する研究
について取り組んでいます。

【担当教員：玉井なおみ、木村安貴】

高度実践看護師コース（がん看護専門看護師）
がん看護専門看護師の人材育成

がん医療の高度化、地域包括ケアシステムの推進に伴い、がん看護に
おいては高度な専門的知識と卓越した技術を有した看護師が求められて
います。なかでも、がん看護専門看護師は、がん看護のスペシャリストと
して卓越した実践や相談、調整、教育、研究、倫理調整を行い、がん患
者・家族のみならず医療者の支援を行います。
高度実践看護師コース（がん看護専門看護師）では、がん患者・家族
が体験する複雑な症状や解決困難な問題に対して、多職種の専門性や
活用できるリソースを踏まえた上で、チーム医療を最大限に発揮し、リー
ダーとして活躍できる人材、理論や最新の科学的なエビデンスを看護実
践に取り入れ、さらに新たながん看護を探求し、がん看護実践の質を高
める人材、施設や地域のがん医療の課題を捉え、ニーズに貢献できる人
材の育成を目指しています。
がん看護専門看護師を目指したいけど、働きながらでも可能なのかや
職場との調整、どのような学習の準備をしたらよいのか知りたい、自身が
務めている職場のがん看護の質を向上させたいなど、がん看護の質向上
を目指している方々の様々な相談を受け付けています。お気軽にご連絡く
ださい。

【担当教員：玉井なおみ、木村安貴（がん看護 CNS）】

高齢者看護学領域
文化を踏まえた高齢者看護の発展

少子高齢社会において老年期を生きる人々の豊かで幸せな老いに
ついて評価し実践できることは重要です。高齢者を生活者としてと
らえ、高齢者のセルフケア能力やQOLを維持・向上するうえでの研
究を文化的視点から取り組んでいます。
これまでの研究テーマとして、住み慣れた地域でその人らしく生
活できるように公助、共助、互助、自助の視点とした地域包括ケア
システムの検討、有料老人ホームでの環境配慮要因の検討、高齢者
ケアを担う看護職者の道徳的感受性の検討、また、地域で生活する
高齢者の閉じこもりの予防、沖縄県の看取り文化、高齢者の意思決
定支援、高齢者の会話と睡眠との関連などを多様な経歴をもつ院生
及び教員とディスカッションして、研究に結びつけています。今ま
さに臨床の現場で起こっている高齢者を取り巻く現象に、目を向
け、耳を傾け、創造力を駆使して、様々な視点から高齢者の方々と
そのご家族の幸せのために、私たちの幸せのために、エビデンスを
構築し、質の向上に向けた研究を是非一緒に学びましょう。

【担当教員：永田美和子】

小児看護学領域
子どもと家族の健康生活を支える看護者の養成

小児看護学領域では、健康な子どもや急性期、慢性期、終末期、
障害、在宅療養など健康のあらゆる段階にある子どもたちの最善の
利益を基盤に、子どもと家族の健康生活の支援について学びます。
また、講義は院生とのディスカッションを中心に行い、子どもの成
長発達過程における母子関係や家族、環境との相互作用が与える影
響を理解するため、関連する理論を学びます。そして、さまざまな
状況下にある子どもが、その子らしく成長発達するための子どもと
家族へのケアの実践や研究方法について探求していきます。
研究テーマとして、障害児とその家族に関する研究、医療的ケア
を要する在宅療養児とその家族への支援に関する研究、被災した子
どものたちへのケアに関する研究、小児看護学の教育方法に関する
研究、プレパレーションに関する研究などがあります。皆さんが抱
えている疑問を基に、小児看護に求められる課題解決方法や援助方
法について、検討していきたいと思います。これまで、蓄積してき
た研究をさらに発展させたい方、これから小児看護研究に取り組み
たい方など、本研究科で新たな一歩をスタートさせてみませんか。

【担当教員：流郷千幸】

公衆衛生看護学領域
地域の特性を活かした地域創生に向けた公衆衛生看護学の創造・発展
保健師は、「みる・つなぐ・動かす」と「個から集団に拡げる」
の技術と知識を活かし、その地域に即した地域包括ケアシステムが
機能する地域づくりを目標とする保健活動を行う専門職種です。本
領域では、院生の興味・関心、経験と先行研究を教材にディスカッ
ションを重ね、保健師や看護師の地域活動の「暗黙知」を紐解きな
がら、「見える化（形式知）」をしながら進めています。新たな公衆
衛生看護学の知見や地域の課題解決に必要な社会的責任や発見力、
洞察力、連携力、統合力、教育力等の修得を目指しております。こ
れまでの研究テーマは、育児期母親のレジリエンスや保健師の専門
遂行能力、新任期保健師の若年母親の支援、産業看護職のやりがい
に関する研究等です。
本学は、自然豊かで地域伝統行事や「ゆいまーる(相互扶助)」の
ソーシャル・キャピタルがあるやんばるの地で地域創生に向けた公
衆衛生看護学に興味がある方は一緒に学びませんか。お待ちしてお
ります。

【担当教員：田場真由美】

病態生理学領域
病態生理を基盤とする看護実践

病態生理学領域では、正常な生体機能が如何に破綻し、異常が生
じるかを明らかにするための病気のメカニズムについて研究しま
す。先ず、どのような看護援助により身体機能をより正常な状態に
戻すことが可能になるかを考え、対策を立て、如何にして実行に移
せるかを国内外の文献等を渉猟しながら吟味します。次に、培養細
胞等を用いたin vitroでの遺伝子解析、生化学解析やin vivoでの生理
機能測定を活用した実験研究により病態の本質を探求します。大学
院生自らが臨床で遭遇した興味ある病態を選んで疑問点を解決する
ために、研究計画を立案し、実験研究を行ない、解析し、考察でき
るように討論しながら指導していきます。主な研究テーマは、Ⅰ型
アレルギー疾患の病態、がん発生における中心体の役割、抗血栓機
能の解明、Ca2+チャネルの調節機序の解明、さらに沖縄県北部地域
の健康寿命延伸のための課題を明らかにすること等です。細胞レベ
ルから公衆衛生まで幅広い分野について一緒に学びませんか。

【担当教員：花城和彦】

精神看護学領域
対話とつながりを基盤に、リカバリーという希望をもって精神看護実践を創造
私たちは、院生の皆さんと深く対話し、それぞれの臨床経験や課
題意識を共有しながら、対話を通じた関係性の構築、そして個人と
社会とのつながりを重視した研究を進めていきたいと考えていま
す。予防的な視点を含め、社会におけるメンタルヘルスの維持増進
や、私たち自身も含む日々の暮らしにおけるメンタルヘルスの課題
と、困難を抱える方々のリカバリーを支える精神科看護の専門性な
ど幅広く探究することで、私たちは、個人がその人らしく、地域社
会の中で安心して生活できるための実践を創造していきます。医療
専門職だけでなく、当事者や家族、地域住民など多様な人との対話
を通して、新たな知見の創造を目指します。 
主な研究テーマとしては、精神的健康障害のある人とその家族の
リカバリー支援、地域における包括的な対話と連携による支援、看
護師を含む人々のウェルビーイングに関する研究、ケアにおける倫
理的な対話と意思決定支援、当事者との対話に基づいた有効なケア
技術の探究、リカバリーを促進する精神看護学教育に関する研究な
どが例として挙げられます。これまでの臨床経験を深めたい方、新
たな視点から精神看護を探求したい方、研究を通して自己成長を目
指したい方、それぞれの熱意に応じた学びの場を提供します。とも
に、これからの精神看護学を創造していきませんか。

【担当教員：平上久美子、村上満子、鬼頭和子】

在宅看護学領域
その人らしい暮らしを支える在宅看護学の発展を目指して
在宅看護学領域では、在宅での生活（暮らし）を支援する看護の
役割と福祉との連携を目指し、在宅看護の現状と課題について探究
します。また、沖縄県北部地域のフィールドワークを通して、在宅
看護を取り巻く実践上の課題や倫理的判断についてディスカッショ
ンを重ねながら実践的に学びます。主な研究テーマは、沖縄の文化
とケアリングに関する研究、看取りの文化とエンドオブライフケア
に関する研究、島嶼地域における生活支援に関する研究、路上生活
者や生活困窮者への健康支援に関する研究、暮らしを支えるケア技
術の開発に関する研究、地域の介護力を高めるコミュニティケアや
コミュニティナースに関する研究などです。沖縄を拠点に、様々な
視点で在宅看護の可能性について一緒に学びましょう！

【担当教員：大城凌子】

母性看護学領域
ともに育む、女性と家族のwell-being

母性看護学領域では、女性のライフステージに沿って変化する健康
課題を見つめ、支える看護のあり方を探究します。プレコンセプション
ケアやインターコンセプションケア、骨盤底ヘルスといったテーマにも注
目し、女性が生涯を通じて健やかに暮らせるための支援や健康意識の
向上に取り組んでいます。その支援の対象は、女性自身だけでなく、
パートナーや子ども、祖父母、地域や社会といった人 と々のつながりの
中にあります。母性看護学は、そうした関係性の中で育まれる健康と暮
らしを視野に入れた学問です。
リプロダクティブ・ヘルス／ライツの視点を大切にしながら、従来の
枠にとらわれない新しいケアの概念をともに創造し、次世代へとつな
げていく実践と研究に挑戦しています。仲間との対話や現場での問い
から、自分だけの研究を育てていくゼミ形式の学び。女性と家族、そし
て社会のwell-beingを支える看護を、一緒に考えてみませんか。

【担当教員：阿部正子】

国際看護学領域
グローバルな視点で地域と世界をつなぐ看護実践を目指して
国際看護学領域では、地域に根ざしつつも国際的な視野をもち、文化
や社会の多様性に対応できる高度な看護実践力と研究能力の育成を目
指しています。
近年、日本社会の国際化が進み、医療現場でも外国人患者や外国人
看護職と協働する機会が日常化しています。多文化共生の重要性が高ま
る中、看護職には文化的背景や価値観の異なる人々に寄り添い、柔軟に
対応する力が求められています。
本領域では、国内外の医療・保健・看護の課題を多角的に理解し、政
策的視点と実践力を兼ね備えた看護専門職の育成を目指します。地球規
模の健康課題や他国との協力、宗教や文化に配慮したケア、在日外国人
との協働など、実践的なテーマに取り組み、理論と実践を架橋する力を
養います。私自身、国連機関（WHO）やJICAの事業において、100か国
以上の人 と々共に現場での協力に携わってきました。こうした経験をもと
に、皆さんの研究やキャリア形成を支援していけたらと思います。国際保
健や国際看護に関心のある方、地域と世界をつなぐ看護の可能性を探求
したい方それぞれの夢に向かってその第一歩をともに踏み出しましょう。

【担当教員：藤井まい】



「大学院で学ぶ」大学院で学んでいる
看護学研究科の在学生から
進学を考えているあなたへ

大学で学ぶこと

基礎看護学分野（看護教育学領域） 2年次
糸数　卓弘

私は、仕事と学業の両立と遠距離から通学するため、入学当初から長
期履修制度を利用しています。講義の一部はオンラインを活用し自宅で
受けることができ、遠距離でも学べる環境はありがたく感じています。
看護理論の講義で学んだ「理論なき実践は盲目である」という言葉
が印象に残っています。理論を学ぶことで、臨床での看護実践が変わ
り、患者の変化を体験し、理論を学ぶ必要性を理解しました。
基盤看護教育学特論Ⅱでは、自施設の教育カリキュラムの現状分析、
対象者へのアンケート調査と分析を行い「教育ニード・学習ニード報告
書」として看護部に提出し、師長会でも報告を行いました。その時感じ
たことは、大学院で学ぶことは、組織に変革をもたらす役割があるのだ
と実感しました。
現在は、看護研究のインタビューで集めたデータ分析を行っていま
す。初めて行う作業に戸惑いもありましたが、指導教員の分かりやすい
指導のおかげで、もう少しで完成するところです。大学院修了後は、自施
設で行われている看護研究に携わりたいと考えています。
入学当初は、漠然に学びたいという気持ちでしたが、2年間学んでき
た今、修了後の役割を自覚した視点で学ぶように変化していると実感し
ています。

諦めない力を鍛える場

臨床看護学分野（がん看護学領域） 修了生
宮良　香帆

将来、離島が抱えるがん医療における解決困難な課題に向き合え
る人材になり、離島医療に貢献したいと考えています。しかし、学
部の卒業研究を通して情報を探索する力、論理的に他者に伝える
力、批判的に物事を捉え本質に近づく力が不足していることを痛感
しました。その経験から、なりたい看護師像に一歩近づくために名
桜大学の看護学部卒業後ストレートで大学院へ進学し、力を身につ
け、臨床現場に行くことを決断しました。大学院では、多くの事柄
について教員・先輩・同期とディスカッションを通して学びを深め
ています。日々の対話の中で特に「臨床の難しい問題に諦めないで
取り組んでほしい」という教員の言葉が印象に残っています。私は
今、離島の目が向けられていない医療問題を顕在化させるため苦戦
しています。研究がされていない分野を探求することは難しく、逃
げそうになることもありますが、潜在的な問題が顕在化し、解決方
法を導けた達成感を楽しみに諦めず取り組んでいます。大学院は、
解決困難な問題に立ち向かう力を鍛える場だと感じています。学部
から進学を考えている方、ぜひお話を聞きに来てください。一緒に
悩み、探求する楽しさを分かち合いましょう！

支えに感謝しながら学ぶ日々

臨床看護学分野（母性看護学領域） １年次
石本　三智

大学卒業後、病院（産婦人科・小児科）で勤務し妊娠・出産を機
に、子育てに専念していました。現代の子育て環境は、核家族化や
地域とのつながりの希薄さなど、多くの課題を抱えています。母親
としての体験からも、母子保健分野において看護職に求められる役
割が増えていると強く感じ、自らの知識や経験を活かして社会に貢
献するために、大学院進学を決意しました。
大学院では、これまでの出産・子育てを通じて感じた問いを起点
に、母子を取り巻く支援のあり方について研究しています。講義な
どを通し、多様な経験や価値観を持つ看護職の仲間や先生方から受
ける新鮮な視点は、自分自身の大きな学びに繋がっています。また
子育て中であり、オンライン授業や長期履修制度、大学関係者の支
援に支えられ、安心して学びを続けることができています。
妊娠・出産・育児の経験を通して得た実感を土台に、母子とその
家族を支える看護の在り方を見つめ直し、今後も社会に貢献できる
よう学びを深めていきたいと考えています。 

働きながら学べる環境

臨床看護学分野（病態生理学領域） 2年次
松川　官可

私は現在うるま市役所で保健師として働きながら大学院に通って
います。 
大学院では「肥満による皮膚脆弱化のメカニズム」をテーマに研
究を行っております。この研究テーマは、肥満の方への減量支援を
行う中で感じた「肥満の方は皮膚トラブルに悩まされていることが
多い」という経験から着想を得ました。肥満による皮膚脆弱化のメ
カニズムを解明できれば、病態に基づいたケアの提供や減量に向け
た行動変容を促す際の根拠資料に活用出来るのではないかと考えて
おります。 
名桜大学では長期履修制度や夜間・土日での講義、オンライン受
講など働きながらでも学びやすい環境が整えられています。そのお
陰で現場経験を積みながら大学院で学ぶことができており、その環
境をありがたく感じています。加えて、私は妻や子ども達を始め、
多くの方々のサポートのお陰で大学院に進学できました。そのこと
への感謝を忘れず、大学院生としての日々を充実させられるように
過ごしてまいります。

定年が近い私が大学院を
目指した理由

臨床看護学分野（がん看護学領域） 1年次
安次富　直美

私は看護師として働いて今年29年目になります。定年が秒読みとなっ
たこの時期に大学院生となり、講義が始まって2ヶ月が経過しました。
仕事と講義、この2つを両立させることに現在、四苦八苦しているのが
現状です。
私が大学院を目指した理由は現在働いている職場の環境にありま
す。病棟経験を得て、現在は緩和ケアセンターで働いています。スタッフ
はがん看護専門看護師2名、緩和ケア専門看護師1名が在職中です。こ
れまで私は看護師としての経験や知識から患者や家族とコミュニケー
ションを図っていました。しかし、がん患者や家族のつらさや思い、気
持ちを確認し寄り添いながら精神的、スピリチュアルな面を引き出す知
識や技術が私には備わっていないと専門看護師や認定看護師の患者
への対応をみて強く感じました。例えば、患者や家族の発した言葉につ
いて確認したり、質問をしながら思いを引き出したり、コミュニケーショ
ンスキルが長けていると働いていて実感します。
患者やその家族がお互い悔いのない人生を過ごすことができるよう
援助することは大切で、そのためにはがん看護に関する幅広い知識や
技術を深めることが必要だと考えました。

他者と関わりながら
自己の学びを深める

臨床看護学分野（高齢者看護学領域） 1年次
川平　裕佳

私は看護学科を2020年に卒業し、4年の病院勤務を経て、母校の名
桜大学に戻ってきました。今は教育支援員として働きつつ、大学院に
通っています。日中は学部生の講義に参加し、夕方は大学院の講義を
受講する…。この生活が始まってまだ1ヶ月ほどですが、なかなかせわ
しない日々を送っています。しかし、兼ねてから自分が学びたい、やっ
てみたいと考えていたことの連続なので、楽しみながら取り組んでいま
す。学部と大学院との違いは、ディスカッションとプレゼンテーション
の多さです。特に臨床看護学特論Ⅰでは、提示されたテーマについて
調べたこと・その考察に関するプレゼンテーション、それらを踏まえた
上でディスカッションテーマを設定して毎回の講義に臨みます。ディス
カッションを通して触れる他者、つまり仲間である院生や指導教員の
考えは自分の考えをさらに深めてくれます。また、学部生時代に学んだ
参画型看護教育の「自己との対話」「他者との対話」が大学院での学
びに厚みをもたせていることを日々実感しています。「自己との対話」
「他者との対話」の学びを経験したい方、自分の興味関心のある分野
をとことん探求してみたい方、ぜひ大学院への入学を検討してみてくだ
さい。ともに学び合える仲間が増えることを楽しみにしております。

関係からはじまる

臨床看護学分野（精神看護学領域） １年次
新垣　凜

私が大学院進学を決めたのは、指導教員の平上先生や研究者の方々
との出逢い・関係が大きく影響しています。平上先生とは学部卒業後も
連絡をとりあい、定期的に協同教育学会やGI学会に参加していまし
た。先生は常に大学院に進学し学び続ける大切さを教えてくれました。
また、学会では、研究者の方 と々の対話の中で、自分の知らない世界が
広がっていく感覚に刺激を受け、「もっと知りたい」「この世界に身を置
いてみたい」という想いが芽生えました。
卒業研究で取り組んだ「性別違和感」をテーマに継続研究しようと
８年ぶりに名桜大学に帰ってきました。入学して約2ヶ月が経ち、仕事と
学業の両立は大変ですが、それ以上に、経歴の異なる同期の仲間たち
と様々な視点からディスカッションをかさねる授業は思考や視野を広げ
てくれる充実した時間になっています。学びは一人で完結するものでは
なく、関わりの中で深まり続けるものだと考えています。これからも様々
な人と多く関わることを学びの原動力として、自己の研究を発展させて
いきたいと考えています。これから看護職を目指す皆さんも、そうでな
い皆さんも人と関わり続けることで、学び多き豊かな人生になることを
心より願っております。

知的好奇心の探究

臨床看護学分野（公衆衛生看護学領域） 1年次
下門　健人

私は沖縄県立看護大学を卒業後、琉球大学大学院へ進学しました
が、現場を経験したいという思いから中退し、現在の職場である西原町
役場で保健師としての勤務を開始しました。保健師という職業は非常
に興味深く、魅力ある職業です。地域で生活する個人への支援を通し
て地域課題を抽出し、その課題解決の為に地域を創り上げていく。こ
れほどダイナミックな活動ができる職業は他にはありません。
また、時代の変化を最前線で捉え、１０年、２０年先を見通しながら
地域を創っていく。ワクワクしませんか。そのワクワク（知的好奇心）が
私の原動力の源になっていると思います。
そんな中、そのワクワクを感じず、“保健師って何をするんだろう”と自
分に問いかける保健師に出会う機会が何度もあり、「今の保健師達が
置かれている状況って？」「何を感じながら保健師活動をしているのだ
ろう」「そこに介入できる術はないのか」という私の中の知的好奇心が
激しく揺れ動き、今、ココにいます。大学院での学びは、知的好奇心を
満たすもの。と思っていましたが、大学院での学びは知的好奇心を更
に刺激するみたいです。これを読んでいる皆さんも、自分自身が感じる
“ワクワク”を探求してみませんか。



「大学院で学ぶ」大学院で学んでいる
看護学研究科の在学生から
進学を考えているあなたへ

大学で学ぶこと

基礎看護学分野（看護教育学領域） 2年次
糸数　卓弘

私は、仕事と学業の両立と遠距離から通学するため、入学当初から長
期履修制度を利用しています。講義の一部はオンラインを活用し自宅で
受けることができ、遠距離でも学べる環境はありがたく感じています。
看護理論の講義で学んだ「理論なき実践は盲目である」という言葉
が印象に残っています。理論を学ぶことで、臨床での看護実践が変わ
り、患者の変化を体験し、理論を学ぶ必要性を理解しました。
基盤看護教育学特論Ⅱでは、自施設の教育カリキュラムの現状分析、
対象者へのアンケート調査と分析を行い「教育ニード・学習ニード報告
書」として看護部に提出し、師長会でも報告を行いました。その時感じ
たことは、大学院で学ぶことは、組織に変革をもたらす役割があるのだ
と実感しました。
現在は、看護研究のインタビューで集めたデータ分析を行っていま
す。初めて行う作業に戸惑いもありましたが、指導教員の分かりやすい
指導のおかげで、もう少しで完成するところです。大学院修了後は、自施
設で行われている看護研究に携わりたいと考えています。
入学当初は、漠然に学びたいという気持ちでしたが、2年間学んでき
た今、修了後の役割を自覚した視点で学ぶように変化していると実感し
ています。

諦めない力を鍛える場

臨床看護学分野（がん看護学領域） 修了生
宮良　香帆

将来、離島が抱えるがん医療における解決困難な課題に向き合え
る人材になり、離島医療に貢献したいと考えています。しかし、学
部の卒業研究を通して情報を探索する力、論理的に他者に伝える
力、批判的に物事を捉え本質に近づく力が不足していることを痛感
しました。その経験から、なりたい看護師像に一歩近づくために名
桜大学の看護学部卒業後ストレートで大学院へ進学し、力を身につ
け、臨床現場に行くことを決断しました。大学院では、多くの事柄
について教員・先輩・同期とディスカッションを通して学びを深め
ています。日々の対話の中で特に「臨床の難しい問題に諦めないで
取り組んでほしい」という教員の言葉が印象に残っています。私は
今、離島の目が向けられていない医療問題を顕在化させるため苦戦
しています。研究がされていない分野を探求することは難しく、逃
げそうになることもありますが、潜在的な問題が顕在化し、解決方
法を導けた達成感を楽しみに諦めず取り組んでいます。大学院は、
解決困難な問題に立ち向かう力を鍛える場だと感じています。学部
から進学を考えている方、ぜひお話を聞きに来てください。一緒に
悩み、探求する楽しさを分かち合いましょう！

支えに感謝しながら学ぶ日々

臨床看護学分野（母性看護学領域） １年次
石本　三智

大学卒業後、病院（産婦人科・小児科）で勤務し妊娠・出産を機
に、子育てに専念していました。現代の子育て環境は、核家族化や
地域とのつながりの希薄さなど、多くの課題を抱えています。母親
としての体験からも、母子保健分野において看護職に求められる役
割が増えていると強く感じ、自らの知識や経験を活かして社会に貢
献するために、大学院進学を決意しました。
大学院では、これまでの出産・子育てを通じて感じた問いを起点
に、母子を取り巻く支援のあり方について研究しています。講義な
どを通し、多様な経験や価値観を持つ看護職の仲間や先生方から受
ける新鮮な視点は、自分自身の大きな学びに繋がっています。また
子育て中であり、オンライン授業や長期履修制度、大学関係者の支
援に支えられ、安心して学びを続けることができています。
妊娠・出産・育児の経験を通して得た実感を土台に、母子とその
家族を支える看護の在り方を見つめ直し、今後も社会に貢献できる
よう学びを深めていきたいと考えています。 

働きながら学べる環境

臨床看護学分野（病態生理学領域） 2年次
松川　官可

私は現在うるま市役所で保健師として働きながら大学院に通って
います。 
大学院では「肥満による皮膚脆弱化のメカニズム」をテーマに研
究を行っております。この研究テーマは、肥満の方への減量支援を
行う中で感じた「肥満の方は皮膚トラブルに悩まされていることが
多い」という経験から着想を得ました。肥満による皮膚脆弱化のメ
カニズムを解明できれば、病態に基づいたケアの提供や減量に向け
た行動変容を促す際の根拠資料に活用出来るのではないかと考えて
おります。 
名桜大学では長期履修制度や夜間・土日での講義、オンライン受
講など働きながらでも学びやすい環境が整えられています。そのお
陰で現場経験を積みながら大学院で学ぶことができており、その環
境をありがたく感じています。加えて、私は妻や子ども達を始め、
多くの方々のサポートのお陰で大学院に進学できました。そのこと
への感謝を忘れず、大学院生としての日々を充実させられるように
過ごしてまいります。

定年が近い私が大学院を
目指した理由

臨床看護学分野（がん看護学領域） 1年次
安次富　直美

私は看護師として働いて今年29年目になります。定年が秒読みとなっ
たこの時期に大学院生となり、講義が始まって2ヶ月が経過しました。
仕事と講義、この2つを両立させることに現在、四苦八苦しているのが
現状です。
私が大学院を目指した理由は現在働いている職場の環境にありま
す。病棟経験を得て、現在は緩和ケアセンターで働いています。スタッフ
はがん看護専門看護師2名、緩和ケア専門看護師1名が在職中です。こ
れまで私は看護師としての経験や知識から患者や家族とコミュニケー
ションを図っていました。しかし、がん患者や家族のつらさや思い、気
持ちを確認し寄り添いながら精神的、スピリチュアルな面を引き出す知
識や技術が私には備わっていないと専門看護師や認定看護師の患者
への対応をみて強く感じました。例えば、患者や家族の発した言葉につ
いて確認したり、質問をしながら思いを引き出したり、コミュニケーショ
ンスキルが長けていると働いていて実感します。
患者やその家族がお互い悔いのない人生を過ごすことができるよう
援助することは大切で、そのためにはがん看護に関する幅広い知識や
技術を深めることが必要だと考えました。

他者と関わりながら
自己の学びを深める

臨床看護学分野（高齢者看護学領域） 1年次
川平　裕佳

私は看護学科を2020年に卒業し、4年の病院勤務を経て、母校の名
桜大学に戻ってきました。今は教育支援員として働きつつ、大学院に
通っています。日中は学部生の講義に参加し、夕方は大学院の講義を
受講する…。この生活が始まってまだ1ヶ月ほどですが、なかなかせわ
しない日々を送っています。しかし、兼ねてから自分が学びたい、やっ
てみたいと考えていたことの連続なので、楽しみながら取り組んでいま
す。学部と大学院との違いは、ディスカッションとプレゼンテーション
の多さです。特に臨床看護学特論Ⅰでは、提示されたテーマについて
調べたこと・その考察に関するプレゼンテーション、それらを踏まえた
上でディスカッションテーマを設定して毎回の講義に臨みます。ディス
カッションを通して触れる他者、つまり仲間である院生や指導教員の
考えは自分の考えをさらに深めてくれます。また、学部生時代に学んだ
参画型看護教育の「自己との対話」「他者との対話」が大学院での学
びに厚みをもたせていることを日々実感しています。「自己との対話」
「他者との対話」の学びを経験したい方、自分の興味関心のある分野
をとことん探求してみたい方、ぜひ大学院への入学を検討してみてくだ
さい。ともに学び合える仲間が増えることを楽しみにしております。

関係からはじまる

臨床看護学分野（精神看護学領域） １年次
新垣　凜

私が大学院進学を決めたのは、指導教員の平上先生や研究者の方々
との出逢い・関係が大きく影響しています。平上先生とは学部卒業後も
連絡をとりあい、定期的に協同教育学会やGI学会に参加していまし
た。先生は常に大学院に進学し学び続ける大切さを教えてくれました。
また、学会では、研究者の方 と々の対話の中で、自分の知らない世界が
広がっていく感覚に刺激を受け、「もっと知りたい」「この世界に身を置
いてみたい」という想いが芽生えました。
卒業研究で取り組んだ「性別違和感」をテーマに継続研究しようと
８年ぶりに名桜大学に帰ってきました。入学して約2ヶ月が経ち、仕事と
学業の両立は大変ですが、それ以上に、経歴の異なる同期の仲間たち
と様々な視点からディスカッションをかさねる授業は思考や視野を広げ
てくれる充実した時間になっています。学びは一人で完結するものでは
なく、関わりの中で深まり続けるものだと考えています。これからも様々
な人と多く関わることを学びの原動力として、自己の研究を発展させて
いきたいと考えています。これから看護職を目指す皆さんも、そうでな
い皆さんも人と関わり続けることで、学び多き豊かな人生になることを
心より願っております。

知的好奇心の探究

臨床看護学分野（公衆衛生看護学領域） 1年次
下門　健人

私は沖縄県立看護大学を卒業後、琉球大学大学院へ進学しました
が、現場を経験したいという思いから中退し、現在の職場である西原町
役場で保健師としての勤務を開始しました。保健師という職業は非常
に興味深く、魅力ある職業です。地域で生活する個人への支援を通し
て地域課題を抽出し、その課題解決の為に地域を創り上げていく。こ
れほどダイナミックな活動ができる職業は他にはありません。
また、時代の変化を最前線で捉え、１０年、２０年先を見通しながら
地域を創っていく。ワクワクしませんか。そのワクワク（知的好奇心）が
私の原動力の源になっていると思います。
そんな中、そのワクワクを感じず、“保健師って何をするんだろう”と自
分に問いかける保健師に出会う機会が何度もあり、「今の保健師達が
置かれている状況って？」「何を感じながら保健師活動をしているのだ
ろう」「そこに介入できる術はないのか」という私の中の知的好奇心が
激しく揺れ動き、今、ココにいます。大学院での学びは、知的好奇心を
満たすもの。と思っていましたが、大学院での学びは知的好奇心を更
に刺激するみたいです。これを読んでいる皆さんも、自分自身が感じる
“ワクワク”を探求してみませんか。



令和8（2026）年度の入学者選抜（入試）は
どのように実施されますか？
令和8（2026）年度の入学者選抜は、筆記試験（英語、専門科目）、
面接の各試験を試験会場（対面式）で実施します。入試日程と
概要を冊子裏面で確認してください。また、入試の詳細につい
ては、学生募集要項（7月上旬発行）を確認してください。

地域内・地域外の入学金について

（１）地域内に該当する者とは次のいずれかに該当するものをいう。
①入学する者の卒業した出身高等学校が沖縄本島北部12市町村に所在していること。
②令和7(2025)年3月31日時点で既に1年以上継続して沖縄県北部12市町村に住所を有し居住している者
③入学する者の保護者、配偶者又は一親等の親族が令和7(2025)年3月31日時点で既に1年以上継続して沖縄県北部12市町村
　に住所を有し居住している者
≪沖縄本島北部12市町村とは≫

。すまし指をとこの」村名是伊「、」村屋平伊「、」村江伊「、」町武金「、」村座野宜「、」村納恩「、」町部本「、」村仁帰今「、」村東「、」村味宜大「、」村頭国「、」市護名「の県縄沖

（２）上記①～③以外の者は「地域外」となり、入学金が「250,000円」となります。
（３）本学卒業生については、入学金は「地域内」の半額「62,500円」となります。

入学金については、志願票に記載されている事項に基づき、以下のとおり取り扱うことになります。

入学後の奨学金制度その他について

250,000円
267,900円
267,900円
20,000円
1,750円
1,000円

808,550円
540,650円
267,900円

 125,000円
267,900円
267,900円
20,000円
1,750円
1,000円

683,550円
415,650円

62,500円
267,900円
267,900円
20,000円
1,750円
1,000円

267,900円

621,050円
353,150円

267,900円
。すまきで入加時随じ応に要必みの者望希、はていつに）険保（」lliW「度制償補合総※　。すまし入納を分間年2に時続手学入、は費経諸※

地域内 地域外
看護学専攻

名桜大学卒業生看護 学 研 究 科

学費等納入金

前 期
後 期
入  学  手  続  時
入  学  手  続  時
入  学  手  続  時
初年度納入総額
入学手続時納入金
後 学 期 納 入 金

合　　計

初年度納入総額内訳

後援会費
学生教育研究・災害傷害保険
学研災付帯賠償責任保険

授  業  料

入  学  金
学　費

諸経費

インフォメーション

専門学校卒業ですが、大学院に
進学できますか？
進学することは可能です。入学された皆さんの多くが、専門学
校卒業の方々です。手続きとしては、出願する前に、出願資格審
査を受けていただくことで受験が可能となります。詳しくは名
桜大学HPもしくは入試・広報課（TEL.0980-51-1056）にお
問い合わせください。

事前の指導教員との相談を受けるには、
どうしたらよいのでしょうか？
募集要項に指導教員情報を掲載していますので、直接連絡をし
ていただいてかまいません。もし、教員が不在の場合には、メー
ルをしていただくか、入試・広報課（TEL. 0980-51-1056）に
お問い合わせください。

まだ研究テーマがはっきりしていないので、
どの先生に相談してよいのか、わかりません。
どの領域や研究テーマがよいのか定まらない場合にも、遠慮
なくご相談ください。大学のオープンキャンパスでご相談いた
だけます。

オープンキャンパスはいつですか？

　※キャンパス内（対面式）で開催します。HPで詳細の確認・
事前申込を行ってください。

仕事を辞めることができません。大学院では、
働きながら学ぶことができますか？
働きながら学ぶことができます。本大学院では大学院設置基
準第14条の「教育方法の特例」を適用し、昼間だけでなく夜間
にも講義、演習などを開講しています。夜間の講義は18時15分
からなので仕事を終えてから受講することができます。また、
長期履修制度を利用することもできます。

長期履修制度とはどのような制度ですか？
長期履修制度とは、職業を有している等の事情により、標準修
業年限（博士前期課程：2年間）では修了が困難である方が、本
来の履修期間を超えて３年間在学できる制度です（標準修業
年限を超える授業料の支払いはありません）。但し、入学手続き
時または入学後1年以内に申し出る必要があります。長期履修
が認められた場合、標準修業年限を超える分の授業料の増額
はありません。

大学院に入学前に準備しておくとよいことは
何でしょうか？
在職しながら大学院で学ぶためには、職場の理解や協力が
必要になります。看護研究方法について基礎的知識をもって
いること、英語文献を読むことをおすすめします。

入学願書の出願手続きは
どのようになっていますか？
学生募集要項をご確認ください。また、
入試・広報課へお問い合わせください。
（TEL. 0980-51-1056）

英語が苦手です。入学試験の対策は
どのようにしたらよいでしょうか？
基礎的な読解力をみるための問題になっていますので、高校の
英語のテキストを参考にしてください。慣れてきたら、新聞の
記事や看護系の論文と文章量を増やし、継続して読んでいくこ
とをおすすめします。

入試過去問題を見ることはできますか？
過去に実施した入試問題は、名桜大学入試・広報課窓口および
名桜大学HPでも閲覧できます。

大学院で学ぶ よくある質問にお答えします！

経済的な負担軽減を図るため、大学院奨学金制度があります。
また、看護学研究科の全大学院生への研究支援として、書籍や消耗品、学会発表に要する旅費交通費について研究支援補助金が支給されます。

令和7（2025）年度は、8月9日（土）※、3月14日（土）※の開催
を予定しています。スケジュールなどは名桜大学HPでご確認
いただくか、入試・広報課（TEL.0980-51-1056）にお問い合
わせください。当日は研究科担当の教員による進学相談コー
ナーを設けています。

入試・広報課（4階）

●大学院看護学研究科

受験を希望する方は、指導を希望する教員又は研究科長に必
ず事前にご相談ください。新しく設置されたCNSコースへ進
学を希望される場合も同様にご相談ください。1期試験が10月
18日、2期試験は翌年の1月31日にありますが、受験の3～4カ
月前くらいから相談をしていただき、必要な書類は受験の1～2
カ月くらいまでに余裕をもってご準備ください。希望される方
は、随時相談ができますので、各教員もしくは入試・広報課
（TEL.0980-51-1056）にご連絡ください。

大学院へ進学したいのですが？



令和8（2026）年度の入学者選抜（入試）は
どのように実施されますか？
令和8（2026）年度の入学者選抜は、筆記試験（英語、専門科目）、
面接の各試験を試験会場（対面式）で実施します。入試日程と
概要を冊子裏面で確認してください。また、入試の詳細につい
ては、学生募集要項（7月上旬発行）を確認してください。

地域内・地域外の入学金について

（１）地域内に該当する者とは次のいずれかに該当するものをいう。
①入学する者の卒業した出身高等学校が沖縄本島北部12市町村に所在していること。
②令和7(2025)年3月31日時点で既に1年以上継続して沖縄県北部12市町村に住所を有し居住している者
③入学する者の保護者、配偶者又は一親等の親族が令和7(2025)年3月31日時点で既に1年以上継続して沖縄県北部12市町村
　に住所を有し居住している者
≪沖縄本島北部12市町村とは≫

。すまし指をとこの」村名是伊「、」村屋平伊「、」村江伊「、」町武金「、」村座野宜「、」村納恩「、」町部本「、」村仁帰今「、」村東「、」村味宜大「、」村頭国「、」市護名「の県縄沖

（２）上記①～③以外の者は「地域外」となり、入学金が「250,000円」となります。
（３）本学卒業生については、入学金は「地域内」の半額「62,500円」となります。

入学金については、志願票に記載されている事項に基づき、以下のとおり取り扱うことになります。

入学後の奨学金制度その他について
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。すまきで入加時随じ応に要必みの者望希、はていつに）険保（」lliW「度制償補合総※　。すまし入納を分間年2に時続手学入、は費経諸※
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                                  教務部 入試・広報課
〒905-8585 沖縄県名護市字為又1220- 1
TEL.0980-51-1056   FAX.0980-54-2429

E-mail   nyushisodan@meio-u.ac.jp　 https://www.meio-u.ac.jp/
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セブン-イレブン

令和8（2026）年度

■1期試験〔令和7(2025)年4月入学〕　選抜区分：一般選抜、社会人選抜

■2期試験〔令和8(2026)年4月入学〕　選抜区分：一般選抜、社会人選抜

出願前相談期間
令和7(2025)年9月4日(木)まで随時

願書受付期間
令和8(2026)年9月5日(金)～9月12日(金) (消印有効)

試験日

令和7(2025)年10月18日(土)

試験会場

■本学試験場：名桜大学

試験日

令和8(2026)年1月31日(土)

試験会場

■本学試験場：名桜大学

合格発表
学生募集要項を確認してください。

入学手続期間
学生募集要項を確認してください。

出願前相談期間
令和8(2026)年1月9日(金)まで随時

願書受付期間
令和8(2026)年1月13日(火)～1月16日(金) (消印有効)

合格発表
学生募集要項を確認してください。

入学手続期間
学生募集要項を確認してください。

令和8(2026)年度 看護学研究科(博士前期課程) 入学者選抜日程

出願資格認定申請期間
■出願資格認定手続き 出願資格(9)、(10)に該当する出願希望者は、出願資格の事前審査を行い、出願資格認定を受ける必要があります。出願資格(10)は、大

学を卒業していない者（看護系短期大学、専修学校、各種学校等を卒業・修了し実務経験が３年以上に該当する者）が該当します。

※1期試験で定員に満たない場合には、下記の日程で2期試験を実施します。実施については、名桜大学ウェブサイトで確認してください。

■選抜区分：一般選抜、社会人選抜
■出願資格　次の各号のいずれかに該当する者
(1) 学校教育法第83条（昭和22年法律第26号）に定める大学を卒業した者又は卒業見込みの者
(2) 学校教育法第104条第7項の規定により学士の学位を授与された者又は令和8(2026)年3月31日までに授与される見込みの者
(3) 外国において学校教育における16年の課程を修了した者又は令和8(2026)年3月までに修了見込みの者
(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者又は令和8(2026)年3月修了見込みの者
(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育法における16年の課程を修了したとされる者に限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとし
て文部科学大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する
ことにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学
士の学位に相当する学位を授与された者又は令和8(2026)年3月までに授与される見込みの者

(7) 専修学校の専門課程（修業年限が四年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者
(8) 文部科学大臣の指定した者（昭和28年文部省告示第5号）
(9) 学校教育法第102条第2項の規定により大学院に入学した者であって、本学大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの
(10) 本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、令和8(2026)年3月31日までに22歳に達する者

■選抜方法 入学者選抜は、一般選抜及び社会人選抜として、学力試験（英語、専門科目）、面接及び出願書類（志望理由、研究の抱負、業績報告書 [社会人選抜のみ ]）の内容を総合
的に判定して行います。

検定料：30,000円

試 験 科 目 等

英 語

専 門 科 目
面 接

備　考
保健医療、福祉の分野の内容で実用英語技能検定準2級程度の内容
（大学の用意する辞書のみ使用してよい）

専門領域の基礎的知識を問う内容（志願する領域を選択する）
基礎的な研究遂行能力を問う内容

書 類 審 査 研究・教育・社会貢献活動の業績を審査する
※書類審査は、社会人特別選抜のみとなります。（詳細は学生募集要項をご確認ください。）

令和8（2026）年度 大学院看護学研究科入学者選抜概要

■1期試験
出願資格認定申請期間 令和7(2025) 年7月22日(火)～8月1日(金) (必着)
出願資格認定結果 令和7(2025)年8月22日(金)

■ 2期試験
出願資格認定申請期間 令和7(2025)年11月25日(火)～12月5日(金)(必着)
出願資格認定結果 令和7(2025)年12月19日(金)

名桜大学大学院

［博士前期課程］

看護学研究科
看護学専攻

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・

P.1
P.2

P.3

P.4

P.5‒6
P.7‒8
P.9
P.10
P.11

看護学研究科長あいさつ
看護学研究科教育理念

養成する人材像
教育目的
教育目標
ディプロマ・ポリシー 
カリキュラム・ポリシー
入学定員、アドミッション・ポリシー
社会人も学べる教育環境 
修了後の進路
教育課程
修士論文

教育課程の概念図

専門領域の紹介
在学生からのメッセージ「大学院で学ぶ」
大学院で学ぶQ&A 
学費等納入金・施設マップ 
令和8(2026)年度 大学院看護学研究科入学者選抜概要
名護市内アクセスマップ

※出願資格の(9)、(10)に該当する者は、下記の「出願資格認定申請について」を確認すること


